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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜入室状況＞
・苫米地　伊登子様～14：20、療養環境変更目的にて東Cユニット6号室→南Bユニット104号室へ転出となる。
・高橋　憲一様～14：20、療養環境変更目的にて東Cユニット4号室→南Aユニット115号室へ転出となる。
・東野　愛様～東A11号室→東B3号室へ移動。
＜患者様連絡事項＞
・尾崎　栄子様～鼻腔栄養の指示継続（12/25まで）、
田中Dr.診察し、フロセミド(20)1T 1×昼、
レボフロキサシン(500)1T　1×朝　14日分処方。
・稲荷　幸七様～鼻腔栄養の指示継続（12/25まで）、ピコスルファートNa内用液1本処方。
田中Dr.診察し、クエン酸第一鉄Na(50) 3T 3×毎食後　14日分処方。
・見付　幸一様～田中Dr.診察。発熱、頻脈、浮腫が見られている事から、レボフロキサシン(500)1T　1×朝、フロセミド(20)1T　1×昼　7日分処方。
・高橋　末吉様～喀痰吸引指示継続（12/25まで）。
・木村　美智子様～ピコスルファートNa内用液1本処方。　
・見付　幸一様～鼻腔栄養継続指示（12/3まで）。
・山中　美穂様～起床後、自力歩行困難、脱力、頻脈、血圧高値見られ、田名部Dr.へ報告。頭部CT実施し、脳梗塞の疑い所見にて、エダラボン点滴静注液バッグ３０ｍｇ　1本実施。午後、診察にて、やや筋硬直がある可能性もあり、ダントロレンの点滴開始、食事・服薬中止、点滴2本24時間キープで2日分処方となる。
・飯岡　未来様～28日(水)実施予定の、リスパダールコンスタ50mg　1キット処方となる。
・安達　貴浩様～右手第1指の骨折疑いがあり、本日14：00、スタッフ付き添いし、室岡整形外科記念病院を受診。室岡Drの診察にて、第1指のレントゲン施行。患部へは湿布貼付し包帯で固定、次回迄、そままでよいとの事。手の専門外来を勧められ、火・木・金に、手の専門外来　古町Dr診察日に次回受診。内服薬5日分処方。父様へ本日の他科受診の経過を報告。次回受診に関して、11/27　9時に来院し他科受診の対応を父様が対応するとの事。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・坪　俊英様～終日隔離中。対面時は穏やかで高圧的な態度はない。薬が増薬となっているが拒否なく服用する。引き続き精神症状の観察を行い、早期に処遇改善出来るよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中。朝食は不機嫌さあり不食。昼食へ全量摂取。幻聴や苛々感の訴えはなく自室で過ごす事が多い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前、午後1時間の開放観察開始。他者へ文字書き・読みの強要行為が時折あり見守り・介入している。ドア蹴りはなく落ち着いて過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・中居　松男様～朝食前よりホールにて大声で他者やスタッフに暴言を吐いているため。9：00リスペリドン内用液（1）1P服用。その後は自室で臥床して過ごす。服薬は一時的な拒否はあるが服用は出来ている。
・久保 興介様～ニヤツキや独語なく過ごしていたが午後より突然叫ぶ事や床に大の字に寝転がりにやついている。理由については「俺の事チクってるかもしれない、叫んでやろうと思った」と話す。
・小笠原　久年様～昼食前に突然、他者の頭を叩く事や自室の壁を叩き破損させる事あり。また、ホールの椅子をひっくり返す事もある。理由を問うと「ヤスフトさんが怒ってるんです」「耳が怒れって言うんです」と話す。促しで12：30レボトミン（25）1Ｔ服用。服用後の表情の硬さは続く。
・澁谷　兼一様～介入への拒否や盗食行為なく経過。
・村井　チヤ様～車椅子に乗車し傾眠がちに過ごす。声掛けには開眼するもすぐに閉眼し発語はない。
・宮古　克弘様～大声を出す事や他者を威嚇する事はなく穏やか。
